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国交省が「鉄道事業者と地域の協働による地域モビリ
ティの刷新に関する検討会」設置

2022年2月9日

ＪＲ西日本が赤字線区17路線30区間を公表（北海道は
10路線13線区なので、規模感はほぼ２倍）

2022年4月11日

「鉄道事業者と地域の協働による地域モビリティの刷新
に関する検討会」提言公表

2022年7月25日

ＪＲ東日本も赤字線区公表（35線区66区間～西日本の
約２倍、北海道の約４倍）

2022年7月28日

鉄道開業150年2022年10月14日

改定「活性化再生法」公布2023年4月28日

JR西日本、芸備線に関し改定「活性化再生法」に基づく
「再構築協議会」設置方針を表明

2023年8月2日

改定「活性化再生法」施行2023年10月1日
国交省、芸備線「再構築協議会」設置決定2024年1月12日
芸備線「再構築協議会」第1回会合2024年3月26日
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• • 青＝前進部分 赤＝後退（改悪）部分 緑＝今後の課題

• 前進部分はわずか。このような法律を、あたかも公共交通の基本法の
ような名称（地域交通法）で呼ぶことに安全問題研究会は反対です！
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高速貨物列車旅客特急列車区間・列車名

下り26本、上り25本下り15本、上り16本青森～函館
（新幹線）

下り26本、上り25本下り14本、上り14本函館～札幌
（特急北斗）

下り7本、上り6本下り11本、上り11本札幌～帯広
（特急おおぞら、とかち）
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＜現状＞

出発地 目的地

＜今後の改善策＞

出発地 A駅 B駅 目的地

自 動 車

自動車 自動車公共交通（主に鉄道）
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（ＪＲ北海道が「国策会社だ」との）誤
解は国鉄を破綻させた要因の一つだ。な
るべく早く株主を全員民間にし、規律あ
る経営をする。それが自分たちの任務だ
という意識を経営者と社員に持ってもら
いたい（2016年11月12日）
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